
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
取
組
と
し
て「
上
田

市
手
話
言
語
の
普
及
及
び
視
聴
覚
障
害

者
等
の
意
思
疎
通
手
段
等
の
利
用
促
進

に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
人
々
が
つ
な
が
り
、
誰
も

が
健
康
で
幸
福
を
感
じ
、
活
躍
で
き
る

市
を
目
指
し
て
各
種
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

人
と
自
然
に
や
さ
し
い

誰
も
が
住
み
や
す
い
環
境
の

ま
ち
づ
く
り

　
気
候
危
機
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
有

し
、
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、
昨
年
２

月
に「
上
田
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
」を

表
明
後
、
上
田
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
推
進
本
部
を
設
置
し
た
こ
と
か

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
や
豪
雨

災
害
な
ど
に
伴
う
市
内
の
復
旧
状
況

は
、
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後

の
大
規
模
災
害
時
に
市
民
の
命
を
守

り
、致
命
的
な
被
害
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

速
や
か
な
復
旧
・
復
興
が
で
き
る
よ
う
、

上
田
市
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
防
災
力
に
お

け
る
共
助
の
役
割
は
大
変
重
要
な
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
地
域
防
災
力
の
中
核

を
担
う
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
へ
の

育
成
・
支
援
を
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

働
く
喜
び
に
あ
ふ
れ
、

産
業
が
い
き
い
き
発
展
す
る

ま
ち
づ
く
り

　
新
し
い
産
業
の
創
出
と
中
小
企
業

の
経
営
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、「
上

田
市
商
工
業
振
興
プ
ラ
ン
」に
基
づ

き
、
創
業
支
援
や
民
間
と
連
携
し
た

事
業
承
継
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
観
光
産
業
に
つ
い
て
は
、
冬
季
の
観

光
誘
客
に
向
け
た
市
独
自
の
取
組
と
し

て
、
市
内
ス
キ
ー
場
や
別
所
温
泉
、
鹿

教
湯
温
泉
な
ど
に
お
い
て
積
極
的
な
誘

客
促
進
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
市
内
各
地
の
多
彩
な
観
光
資
源

を
有
効
活
用
し
た
観
光
振
興
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
農
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」の
実
践
に
よ
り
、
中
心

経
営
体
へ
農
地
集
積
を
推
進
し
、
新
規

就
農
者
の
育
成
支
援
や
持
続
的
農
業
の

実
現
に
向
け
た
農
福
連
携
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
森
林
経
営
管
理

制
度
に
よ
り
上
田
地
域
４
市
町
村
共
同

に
よ
る
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
通
じ
て
、

荒
廃
し
つ
つ
あ
る
森
林
の
整
備
に
向
け

た
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
取
組

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
が
日
本
全
国
で
猛
威
を
振
る
い
、

２
月
20
日
ま
で
の
間
、
県
内
全
域
を
対

象
区
域
に「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

が
適
用
さ
れ
、
県
の
感
染
警
戒
レ
ベ
ル

も
６
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、改
め
て
気
を
引
き
締
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

状
況
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
を
速
や
か
に
接
種
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
地
元
医
師
会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
に
つ
な
が

る
よ
う
全
庁
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

資
源
循
環
型
施
設
建
設
に

向
け
た
取
組

　
資
源
循
環
型
施
設
建
設
対
策
連
絡
会

や
資
源
循
環
型
施
設
整
備
協
議
会
と
の

懇
談
会
な
ど
に
お
い
て
、
排
ガ
ス
の
自

主
基
準
値
な
ど
施
設
の
基
本
事
項
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
続
け
て
い
ま
す
。
上

田
地
域
広
域
連
合
で
は
、
環
境
影
響
評

価
の
方
法
書
の
作
成
を
進
め
て
お
り
、

今
後
、
地
域
住
民
説
明
会
な
ど
を
開
催

し
、
ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
信
頼

関
係
を
大
切
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る「
有
機
物
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
」の
整
備
に
つ
い
て
は
、

丸
子
地
域
の
陣
場
地
区
周
辺
自
治
会
へ

の
説
明
会
を
行
い
な
が
ら
、
陣
場
地
区

有
機
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
調
整
会
議
を

設
け
、
対
話
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
候
補
地
周
辺
の
環
境
の
現
況
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
調
査
状
況
な
ど

を
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
丁
寧
に
計
画
を
進

め
ま
す
。

「
上
田
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化

推
進
計
画
」の
取
組

　「
上
田
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
推
進

本
部
」の
立
ち
上
げ
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
策
定
に
加
え「
上
田
市
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
化
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」を
創

設
し
、
民
間
の
企
業
な
ど
と
の
連
携
促

進
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

公
共
料
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な

ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
取

組
の
ほ
か
、
民
間
企
業
な
ど
の
協
力
の

下
、
公
共
交
通
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
電
動
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
な
ど
の
実
証
実
験
に
着
手
す
る
な

ど
取
組
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
も「
市
民
、
地
域
、
行
政
が
デ
ジ
タ

ル
化
で
よ
り
密
接
に
つ
な
が
り
、
共
に

創
る
未
来
都
市
★
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

『
つ
な
が
り
』と『
多
様
性
』を

大
切
に
市
民
総
参
加
の

ま
ち
づ
く
り

　
新
た
な
地
域
自
治
の
仕
組
み
で
あ
る

住
民
自
治
組
織
は
、
12
の
組
織
が
設
立

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
主
体
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
全
市
域
へ
の
設

立
を
図
り
、
多
様
な
主
体
に
参
画
・
協

働
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

令
和
４
年
３
月
市
議
会
定
例
会

　市
長
提
案
説
明（
要
旨
）

改
革
す
べ
き
は
改
革
し
、
継
続
す
べ
き
も
の
は
更
に
磨
き
上
げ

充
実
さ
せ
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
再
構
築
の
視
点
に
立
ち
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

　行政管理課
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か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
元
気
な

健け
ん

幸こ
う

都
市
上
田
の
実
現

　
健
康
プ
ラ
ザ
を
拠
点
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
に
応
じ
た
各
種
が
ん
検
診
や

特
定
健
診
な
ど
の
受
診
率
向
上
を
図
る

ほ
か
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を

行
え
る
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
充
実
や
健
幸
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

食
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
上
田
市
食

育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
上

田
の「
食
」を
通
じ
、
心
豊
か
で
健
康
な

生
活
の
実
現
を
目
指
し
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
併
せ
て
こ
こ
ろ
や

歯
の
健
康
に
つ
い
て
も
き
め
細
か
な
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
は
地
域
の
宝
、

す
く
す
く
育
つ
安
心
子
育
て
の

ま
ち
づ
く
り

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
感
染

予
防
対
策
を
講
じ
た
安
全
・
安
心
な
親

子
の
交
流
の
場
と
し
て
、
情
報
提
供
や

相
談
体
制
、
子
育
て
講
座
の
充
実
を

図
っ
て
お
り
、
多
様
化
す
る
子
育
て
世

帯
の
抱
え
る
問
題
に
も
対
応
で
き
る
体

制
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
援

が
必
要
な
子
育
て
家
庭
な
ど
が
社
会
か

ら
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
子
育
て
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
機
能
的
に
運

用
す
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
充
実
さ
せ
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
強
化
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
上
田
市
で
子
ど
も
を
育
て

る
喜
び
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

個
性
が
発
揮
さ
れ
、

次
世
代
へ
つ
な
が
る
教
育
支
援

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
で
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛

着
の
醸じ
ょ
う

成せ
い

を
図
る「
信
州
上
田
学
」は
、

い
ず
れ
の
事
業
も
参
加
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、引
き
続
き
、

郷き
ょ
う

学が
く

郷き
ょ
う

就し
ゅ
う

と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま

へ
の
浸
透
や
事
業
の
効
果
的
な
展
開
を

模
索
し
な
が
ら
継
続
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
に

「
上
田
市
小
中
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」を
設
置
し
、
議
論
を
重
ね
、
令

和
３
年
３
月
に「
上
田
市
小
中
学
校
の

あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
」を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

よ
り
望
ま
し
い
教
育
環
境
が
整
え
ら

れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
課
題

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
ま
す
。

交
流
の
推
進
、

文
化
・
芸
術
の
再
興
、

未
来
へ
伝
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
で
は
、
交
流
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー
と
美
術
館
に
運
営
協
議

会
を
設
置
し
、
運
営
に
つ
い
て
検
証
・

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
新
進
演
奏
家
に
活
躍
の
舞
台
を
提

供
す
る
リ
サ
イ
タ
ル
事
業
の
ス
タ
ー
ト

や
新
国
立
劇
場
と
連
携
・
協
力
に
関
す

る
協
定
の
締
結
の
ほ
か
、
子
ど
も
ア
ト

リ
エ
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
　

３月議会初日に提案した議案の概要
○条例案（６件）
　◦ 一部改正／上田市積立基金条例中一部改正　ほか

○令和３年度補正予算案（５件）
　◦ 一般会計（１件）、特別会計（１件）、企業会計（３件）

○令和４年度当初予算案（12件）
　◦ 一般会計（１件）、特別会計（６件）、企業会計（５件）

○事件決議案（５件）
　◦ 南庁舎改修建築主体工事請負変更契約の締結について　

ほか

　
史
跡
上
田
城
跡
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
櫓や
ぐ
ら

の
復
元
的
整
備
に
向
け
、
文
化

庁
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
史
跡

上
田
城
跡
専
門
家
会
議
を
開
催
し
な
が

ら
慎
重
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
遺
産
に
つ
い
て
は
、
上
田
市
日

本
遺
産
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、商
業
・

観
光
関
係
団
体
、
市
内
の
大
学
な
ど
と

緊
密
に
連
携
を
図
り
、
多
く
の
方
々
に

「
日
本
遺
産
の
ま
ち
信
州
上
田
・
塩
田

平
」を
誇
り
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
普
及
啓
発
や
誘
客
に
向
け
た
活
動

を
着
実
に
進
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
取
組
や

庁
舎
の
改
修
・
改
築
な
ど

　
限
ら
れ
た
行
財
政
資
源
を
効
果
的
・

戦
略
的
に
活
用
す
る
た
め
、「
第
四
次

上
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
、

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
全
庁
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍か

に
お
い
て
新
た
な
行
政
需
要
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｘ
※
を
推
進

し
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
持
続
可
能
で

市
民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
庁
舎
の
改
修
・
改
築
な
ど
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
に
丸
子
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
の
耐
震
工
事
が
完
了
し
、
令
和

３
年
３
月
に
武
石
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

が
、
そ
の
翌
月
の
４
月
に
新
本
庁
舎
が

完
成
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
庁
舎
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
丁
寧
で
き
め
細
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
窓

口
業
務
を
効
率
的
・
機
能
的
な
配
置
に

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
旧
本
庁
舎
な
ど

の
解
体
を
進
め
る
と
と
も
に
、
南
庁
舎

の
建
物
内
部
の
大
規
模
改
修
な
ど
も
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

日
々
の
安
全
管
理
に
充
分
配
慮
し
な
が

ら
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※�

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活

を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化

さ
せ
る
こ
と

提案説明はインターネットでも
ご覧いただけます。

動画・全文をご覧いただけます。

市ホームページ 動画はこちらから

広報うえだ　2022.329


